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自 転 車 ，自動二輪車乗員における事故は、口腔顯顔面部に受傷する場合が多く臨床で生活の 
質低下につながる症例がよく見られる。 口腔顎顔面部の外傷はしばしば長期的な治療となり 
得るため、 この様な外傷を軽減、予防することは、患者の生活の質を改善するため重要であ 
る。 本 研 究 は 自 転 車 • ・動二輪車乗員それぞれの口腔顎顔面損傷の傾向から損傷の特徴を比 
較し 、 これらの患者の長期入院に寄与する要因を特定し効果的な予防策を提案することを目 
的とした。
方法：
本 研 究 は 2 4 時間口腔顎顔面損傷患者受け入れ体制のある滋賀県内最大の病院での後ろ向き 
研究である。 2011年 か ら 2018年までの診療記録から交通事故にあった歯科口腔外科を受診 
した自転車• 自動二輪軍乗員について調査した。年 齢 •性 別 の 基 本 デ ー タ 、顔 面 受 傷 部 位 •金  
身 的 受 傷 •顔 面 骨 折 •軟組織の損傷状態•歯牙損傷数•顎間固定および観血的整復固定術〔ORIF〕 
の有無•入院日数から口腔顎顔面外傷の特徴を調査した。 ま た 損 傷 の 重 症 度 を Abbreviated 
Injury Scale (AIS)値で顔面部と顔面以外の全身最大値〔MAIS〕でそれぞれ算出した。 これらか 
ら損傷の特徴を比較した。年 齢 • 性 別 •乗 り 物 • 歯 牙 損 傷 数 • 顔 面 骨 折 本 数 • 顎間固定の有 
無 • 顔 面 AIS • 顔 面 以 外 の MAIS重回帰分析により長期入院に影響する因子について分析し 
た。
結果：
対 象 は 130人 の 自 転車乗員8 2人 • 二 輪 車 乗 員4 8 人であり平均年齢は28.0歳〔3 歳〜85歳） 
であった。顎 顔 面 骨 折 は 13人 (25.4%)に認められてそれらの骨折線は41本であった。103人 
(79.2%〕になんらかの歯牙損傷を認め57人〔43.8%〕に軟組織損傷を認めた。口 腔 • 顎顔面損傷 
の受傷率と部位は自転車• 自動二輪車乗員間で有意差はなかった。顔 面 部 の AIS値の中央値 
は 自 転 車 乗 員 で 1、 ・動二輪車乗員で2 と低い数値となった。 自動二輪車乗員は自転車乗員 
よりも顔面A ISと最大AIS(MAIS)の値が有意に高かった(顔面AIS: P = 0.003, MAIS: P 
= 0.019)。




別 紙 様 式 3 の 2  (課程博士 • 論文博士共用)
(続紙)
重 回 帰 分 析 で は 、顔 面 骨 折 線数と顎間固定の有無は長期入院に影響を与える独立し 





価 さ れ る た め 顔 面 AIS値の中央値は自転車乗員で1、 自動二輪聿乗員で2 と低い数値となっ 
た。 こ の 傾 向 は 口 腔 •穎 顔 面 外 傷 の AIS値を調査した過去の報告と同様であった。 このため 
交通事故に関与した自転車• 自動二輪車の救急対応においてAIS値の高い重症の治療が値先 
となり得る。 ただし、 口腔•顎顔面外傷は長期間の顎間固定やリハビリテーションを要し、 
咬合不全や開口障害、審美障害などの機能障害や精神的•身体的ストレスとなり得る。 した 
がって、AIS値は低くても生活の質向上のための損傷予防対策が必要である。
顎顔面骨折を有する患者の割合は全体の25.4%で 自 転 車 • 自動二輪車乗員間で有意差はな 
かった。 損傷様式としては下顎骨骨折が最も多く、単独または他部位骨折と付随していると 
いった傾向を認め、両グループ間での顔面損傷メカニズムに大きな違いはなかった。ただし、 
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(博士論文審査の結果の要旨）
本論文では自較車•自動二輪車乗員の口釀麵外傷の特徽と翻入院に・する因子を検討 
するため、交通事酸で2011年〜2018年に歯科口腔外科を受診した口J3鶴颟 ®外傷患者の麵  
・ 雜 . ・ 』•麵 受 鰂 立 .錦 嫂 傷 .麵 髓 .・ 組 織 の 損 ・ 態 .歯 牙 損 ・ .  
麵 骨折；檄 .顎 間 固 定 .観 血 固 ぎ 術 の 有 無 お よ び 入 院 日 数 ）を 赚 し 、損傷の重症度 
を abbreviated Injury Scale (AIS)flSで、顔面部と顔面以外の全身最大値（M A IS)を算出し、錫 ^  
入 院 に る 因 子 に つ き 重 回 帰 分 析 を 行 い 、以下の点を明らかにした.
1) 自 ・ 乗 員 8 % . 自動1 車乗員48名中、« ©骨 折 25.4% ( # 4 ^ 1 本)、歯牙損傷79.2%, 
車燃 且 醐 傷 43.8%であった.
2 ) 口月鶴麵5損傷の受傷率と部位は、自転車.自動二輪軍乗員間で差がなかった0
3 ) 顔面部AIS値の中央値は自転車乗員で1、自動二輪車乗員で2 であり、自動二輪車乗員は、 
顔面A IS と最大MAIS値が有意に高かった0
4 )  顔面骨折» と顎間固定の有無は長期入院に胃を与える独立した因子であった.
本輪文は、・転車• ・動二輪車乗員の口西蹦 M 外傷の讎と長期入院に腑する因子について 
新たな知見を与えたものであり、また愚梅試験として論文内容に関連した試問を実胞したとこ 
ろ合格と判断されたので、博 士 （医学）の学位論文に値するものと認められた0
(销 口 3年 1月27日)
